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議案第４９号 

   小田原市市税条例の一部を改正する条例 

小田原市市税条例（昭和５０年小田原市条例第２号）の一部を次のように改正する。 

第８条第２項中「及び扶養親族」の次に「（年齢１６歳未満の者及び法第３１４条の

２第１項第１１号に規定する控除対象扶養親族に限る。以下この項において同じ。）」

を加える。 

附則第５項中「及び第１５条の８」を「、第１５条の８及び第１５条の９の３」に改

め、同項に次の１号を加える。 

(9) 法附則第１５条の９の３第１項に規定する条例で定める割合 ２分の１ 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第８条第２項の改正規定及び次項の

規定は、令和６年１月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の第８条第２項の規定は、令和６年度以後の年度分の個人の市民税について

適用し、令和５年度分までの個人の市民税については、なお従前の例による。 

 

令和 ５ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

小田原市長 守 屋 輝 彦 

 

（理由） 

地方税法が一部改正され、一定の長寿命化に資する大規模な修繕等を行ったマンショ

ンに係る固定資産税の減額制度が新設されたことに伴い、その減額の割合を定める等の

ため提案するものであります。 


